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脇田教授 と私との交友はいつ頃から始まったか,さ だかではないが,昭 和30
年代の中頃でなか ったかと思 う。 同教授の私の目に映った最初のイ メジ も ま
たはっきりしないが,何 とな く控え目な落付いた英国紳士とい う所であった よ
うである。 この脇田教授のイメジは初対面の時か ら,今 日まで20数 年に亘るお
つきあいの間で変 ること嫡ないようである。
脇田教授の英語修業は北海道庁立旭川中学校(現 在の北海道立旭川東高等学
校)入 学に始まり,道 内の名門校の一つ としての同校の優秀な英語教官陣容 と
独特の英語教育が若き日の同氏に与 えた影響は英語教師として羽ばた く素地を
作ったことは疑いの余地はないようである。特に東大英文科出身の一教師か ら
受けた感化力㍉ 脇田教授を して英文秤へのステ ップをふむにいた る決断をさせ
た と同氏は語 られている。 この一事から見ても,多 感な青年時代に与える一教
師の感化力がいかに大き く強いもの であるかが痛感される次第である。われわ
れ教師たるもゐ自戒す べきであろう。
以上の ような英文科への進学の動機にもとついて,最 大難関の一つ とされた
東京高等師範学校文科3部(英 文科)に 見事に合格され,本 格的な英語修業の
道を進まれ ることとな られたが,4年 で卒業のところ,3年 修了で東京文理科
モ
大学の英文科に進み,昭 和16年12月 卒業されたのである。
英語教育に身を置 くものな らば,当 時の東京高師英文科の学生は全国か らの
俊秀であ り,こ れに配す るに英語教育の最高スタッフであったことは忘れ得な
い所である。石川林四郎,青 木常雄,寺 西武夫1大 塚高信,篠 田錦策などの各
教授 と優秀なる外国人教師とい う陣容であった。
[3]
4 人 文 研 究 第61輯:
私事におたっていささか恐縮ではあるが,私 は以上の諸教授の うち石川林四
郎先生 と青木常雄先生のおふた りには直接教示を受ける機会に恵まれた。石川
先生は私が小樽高商講師時代に,恩 師故苫米地英俊先生の強いお勧めに より,
軽井沢市で開催の英語夏期大学講座に出席 した時の英語講義を担当されたので
ある◎更にまことに不思議なめ くつ あわせであるが,苫 米地先生 と石川先生は
おふた りの若き頃のハーバー ド大学留学当時に机を並べての間柄であった と苫
米地先生か ら生前直接承 ったのであるが,同 時に先生は石川教授を英語英文学
老 として激賞されていたのである。いわゆる英語の4技 能はもちろん,英文学に
おけ る博識は当代随一として敬畏されたが,私 は石川教授の講義を直接聴講す
る機会に接 して,む べなるかな と思った次第である。
この夏期大学には,こ の外,岡 倉由三郎,市 川三喜,岩 崎民平,片 山寛教授
な どのスタッフが出講されていたのであるが,ま さしく圧巻 とい うべぎであろ
う。青木先生は北海道英語教育研究会主催の北海道英語教育究大会講師 として
小樽市において中学生に対す る英語講読の実演公開授業 の参観の時に,そ の完
壁な授業に身 も心 も打たれたのである。神技の一語につきるであろ う。
脇田教授は,こ れ らの日本における最高水準の英語学者か ら数年にわた り直
接の指導を受け られたのであるが,東 京文理科大学に入学 されてか らは,特 に英
文学の福原麟太郎先生に師事 されることとな り,英 文学志向 もい よいよはっき
りしてこられた ようである。英文学研究上では,斎 藤勇,土 居光知,西 脇順三
郎,竹 友藻風などの碩学の教え も受け られ るとい う恵まれた学生生活であった。
脇田教授は 「福原教授か ら学んだことは一語に しては尽 くせないが,外 国文
学の理解には 日本文学の知識 と理解が必要であるとい うのがその一つである。」
と語 られているが,脇 田教授の其後の英文学研究の方向付けに福原先生の影響
力が絶大であった ことは明 らかであろう。
脇田教授は東京文理科大学英文科卒業後,小 樽市中学校,母 校旭川中学校(後
に旭川東高校〉で教鞭をとられ,戦 後は じめてアメリカ合衆国へ 「ガ リオア資
ノ
金」に よる留学の道が開かれるに及び,「 フルブライ ト留学生」に応募 し,6
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千名に及ぶ志願者中,合 格者わずか120名 の1人 として州立 ミシガン大学へ留
学す る栄冠をかち得 られたので ある。 ここに重ねて脇田教授の英語教育者お よ
び英語英文学老 としての実力と風格を知る次第である。
脇田教授は昭和16年 より昭和27年 まで約12年 間の中学校,高 校での教壇生活
後に,昭 和27年10月 北海道教育大学旭川分校助教授 として大学教官の一歩を印
し,昭 和36年4月 小樽商科大学助教授 として招聴 され,昭 和41年10月 教授に昇
任,55年4月1日 付を以て停年退職され,名 誉教授の称号を授与されたのであ
る。私の同僚 として交友は昭和36年 か ら昭和42年3月 までであるが,其 後 も深
いおつきあいをいただいているのである。
脇田教授の学問的業績についていささか申 し述べると,同 教授の東京文理大
学の卒業論文はAldousHuxleyであったが,其 後研究 対 象 はWilliam
SomersetMaugham(1874-1965)に集中されたのである。現在 まではこの
作者の世界観,入 間観の分析研究を主体としているが,反 面,彼 の文体について
の関心が深 く,今 後はその部面へ研究の中心を移行され る意欲を示 してお られ
るようである。同教授の研究論文の多 くは小樽商大 「人文研究」中に収載され
ている。更に近著 「ある英文学徒の遍歴」は同教授の英語教育 ・英文学研究 ・
随筆な どを収録 して幅広い同教授の研究の一側面を示 している。
脇田教授は昭和45年 か ら昭和54年 に至る10年 の永きにわた り,日 本英文学会
北海道支部副会長の要職を兼ねて,本 道英語 ・英文学界の指導向上に多大 の貢
献をされたことを付記 して,同 教授のご多幸と一層のご活躍をお祈 りしてや ま
ない次第であるo
